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１ はじめに

最近いろいろな工業技術の分野で機能性材料という

言葉がよく用いられているが，これは材料の持つ種々

の機能や特性を利用して何らかの有用な目的のために

開発された材料ということができる．しかしながら構

造材料や金属材料，電子材料などすべての材料にはも

ともと何らかの機能が存在し，従って特に機能性材料

という場合は，「新規の｣，「高度な｣，「特異な｣，「重

要な｣，「複合的な」などという形容詞が意味の上で存

在すると考える方が自然である．そしてこの｢機能を」

如何に発現するかが大きな技術課題である．

機能性材料としての機能を発現する手段として，新

しい物質や化合物の開発や作製，新しい特性の発見や

利用，微細加工技術による形状や構造の変化，作製技

術の開発や工夫による材料の複合化など様々な方法が

考えられる．これまでにも電子材料，金属材料，プラ

スチック材料，セラミック材料など種々の材料領域あ

るいはこれらの境界領域で機能性材料の開発が行われ

てきている．

機能性材料として薄膜を用いると，厚みが数ミクロ

ン以下ときわめて薄い領域で機能の発現を行うことが

＊材料技術部薄膜材料グループ

できるため，非常に小さい体積で効率的に機能が発現

できる．薄膜による機能性材料，すなわち機能性薄膜

は，薄膜材料そのものの新たな機能を発現する場合や

他の材料表面に薄膜をコーティングすることによって

もともとの材料が持つ機能を生かしながらなおかつ新

しい機能を付与する場合などいろいろな状況が考えら

れ，その応用分野はきわめて広く将来有望な手段であ

りまた産業への応用が期待される．

機能性薄膜を作製する方法は数多く，それぞれ注目

すべき長所を持っている．その中でもスパッタ法l)2）

はイオンやラジカルの持つエネルギーを利用して新し

い物質や化合物の作製あるいは複合化が簡単にできる

手法であり，機能性薄膜の作製方法としては非常に有

力な手段である．またこれまでにきわめて多くの薄膜

材料の開発や薄膜を応用した製品の開発が行われてき

ており，製品の実用化や生産に直結した薄膜作製方法

であるといえる．

われわれの研究グループでは，このスパッタ法を用

いてこれまでに多くの機能性薄膜の開発を行ってき

た．本報告では，機能性薄膜コーティングによる基板

材料の機能性向上や薄膜材料のセンサとしての機能性

発現などいくつかの例について作製方法や特‘性および

その応用について述べ，今後の機能性薄膜開発の参考

にしたい．




















